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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成20年4月10日(2008.4.10)

【公開番号】特開2006-282103(P2006-282103A)
【公開日】平成18年10月19日(2006.10.19)
【年通号数】公開・登録公報2006-041
【出願番号】特願2005-107732(P2005-107732)
【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｄ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｄ   3/12    ５０１Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月27日(2008.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステアリングシャフトに連結されたピニオンと、
　前記ピニオンに噛合するラック軸と、
　前記ラック軸の背面を転動する金属ローラが設けられ、当該金属ローラを介して前記ラ
ック軸を支持するラックガイドと、
　を備えるラックピニオン式ステアリングギヤであって、
　前記金属ローラは、その転動面の一部に弾性体が周着されており、当該転動面の金属部
分と前記弾性体とで前記ラック軸の背面に接触することを特徴とするラックピニオン式ス
テアリングギヤ。
【請求項２】
　　請求項１に記載のラックピニオン式ステアリングギヤにおいて、
　前記弾性体は前記金属ローラの転動面より膨出していることを特徴とするラックピニオ
ン式ステアリングギヤ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のラックピニオン式ステアリングギヤにおいて、前記弾性体が前
記金属ローラの軸方向中心部に対し両端部に設けられていることを特徴とするラックピニ
オン式ステアリングギヤ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明に係るラックピニオン式ステアリングギヤは、ステ
アリングシャフトに連結されたピニオンと、前記ピニオンに噛合するラック軸と、前記ラ
ック軸の背面を転動する金属ローラが設けられ、当該金属ローラを介して前記ラック軸を
支持するラックガイドと、を備えるラックピニオン式ステアリングギヤであって、前記金
属ローラは、その転動面の一部に弾性体が周着されており、当該転動面の金属部分と前記
弾性体とで前記ラック軸の背面に接触することを特徴としている。
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　　また、本発明のラックピニオン式ステアリングギヤにおいて、弾性体は金属ローラの
転動面より膨出していることを特徴としている。
　　また、本発明のラックピニオン式ステアリングギヤにおいて、弾性体が金属ローラの
軸方向中心部に対し両端部に設けられていることを特徴としている。
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